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人が輝き　まちが輝き　明日に輝く　やまつり町

12

【矢祭人　まちのかがやく人・頑張る人 VOL.57】（p19)

ハーモニーやまつり代表　廣瀬喬子さん

【ふくしま駅伝矢祭町チーム大会結果】（p6~7）

第 30回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会

【地域おこし協力隊活動日誌 VOL.15】（p14 ～ 15)

Main presenter　森田隊員

小
さ
な
火
か
ら
大
き
な
後
悔

【
特
集
】



　

最
近
、
県
内
で
は
多
く
の
火

災
が
発
生
し
、
そ
れ
に
よ
り
尊

い
命
が
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

特
に
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、

空
気
が
乾
燥
す
る
と
と
も
に
、

気
温
の
低
下
に
伴
い
暖
房
器
具

を
使
う
機
会
も
多
く
な
る
こ
と

か
ら
、
火
災
が
非
常
に
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に

よ
る
死
傷
者
は
冬
季
と
就
寝
時

間
に
多
く
、
ほ
と
ん
ど
が
火
傷

と
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
上
記
の
表
や
グ
ラ
フ

な
ど
を
見
る
と
私
た
ち
が
住
ん

で
い
る
県
南
地
域
で
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
原
因
に
よ
っ
て
火
災
が

発
生
し
て
お
り
、
そ
の
ど
れ
も

が
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
な

ど
に
よ
り
発
生
し
て
い
ま
す
。
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どんなに小さな火でも大きな火災に繋がる危険があり、
そこから大切な家族や財産を失ってしまう恐れがあります。
今月号では、県南地域の現状や消防署員の方のお話などから、
今一度、火災について考えていこうと思います。

●３つの習慣

　①寝たばこは、絶対やめる。

　②ストーブは、燃えやすいものから離れた位
　　置で使用する。

　③ガスこんろなどのそばを離れるときは、必
　　ず火を消す。

●４つの対策

　①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器
　　を設置する。

　②寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐ
　　ために、防災品を使用する。

　③火災を小さいうちに消すために、住宅用消
　　火器等を設置する。

　④お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
　　隣近所の協力体制をつくる。

住宅火災　いのちを守る７つのポイント
～３つの習慣・４つの対策～

小さな火から大きな後悔特集

【
特
集
】
小さな火から大きな後悔

火災が発生
しやすい時期です

自分や大切な家族を
守ることができるのは、
あなただけです。
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＊平成 30 年は 9月 30 日現在【棚倉消防署矢祭分署提供資料】

原　因 H25 H26 H27 H28 H29

たばこ 11 6 7 5 4

こんろ 3 1 5

かまど・風呂かまど 2 2 2

炉 2 1

焼却炉 1 1

ストーブ 6 2 2 1 2

こたつ 1

ボイラー 1 1 1

煙突・煙道 2 3 1 2 1

排気管 2 1 2 1 4

電機機器・電気装置 3 4 4

電灯・電話等の配線 4 4 3

内燃機関 2

配線器具 2 1 3 1

火あそび 2 1 1 1 2

マッチ・ライター 1

たき火 41 14 18 18 15

灯火 1

衝撃の火花 3 4 2

取灰 1 1 1 1

火入れ 3 2

放火・放火の疑い 3 7 1 2 2

その他 13 14 6 8 5

不明・調査中 11 12 10 8 14
白河地方広域市町村圏消防本部管内原因別火災発生状況【棚倉消防署矢祭分署提供資料】



た
ち
消
防
士
は
、
火
災
等

の
災
害
に
よ
る
活
動
や

救
急
活
動
に
よ
っ
て
地
域
住
民
の

安
全
を
守
る
こ
と
が
仕
事
で
す
。

　

火
災
が
起
き
て
し
ま
っ
た
際
に

は
、
い
ち
早
く
出
動
し
、
出
火
を

食
い
止
め
な
が
ら
人
命
救
助
を
行

い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
火
災
が
起

き
な
い
た
め
の
啓
蒙
活
動
や
一
般

住
宅
以
外
の
防
火
対
象
物
の
検
査

を
行
い
、
防
火
上
の
安
全
性
を
確

認
す
る
予
防
活
動
な
ど
も
積
極
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
大
き
な
使
命
と
責

任
を
持
っ
て
地
域
住
民
の
命
を
助

け
守
る
つ
も
り
で
す
が
、
分
署
員

だ
け
で
は
限
度
も
あ
り
、
力
強
い

３
０
０
人
の
消
防
団
員
や
協
力

隊
、
役
場
の
消
防
担
当
の
方
々
な

ど
と
連
携
し
、
防
災
や
減
災
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
署
員
は
『
火
災
で
悲

し
む
人
を
減
ら
し
、
笑
顔
で
暮
ら

す
町
民
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
』

と
い
う
想
い
を
持
ち
、
地
域
の
方

が
安
心
安
全
に
暮
ら
し
て
行
け
る

よ
う
、
予
防
・
警
防
・
救
急
業
務

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
町
か
ら
火

災
に
よ
る
被
害
、
犠
牲
者
を
出
さ

な
い
事
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

災
発
生
時
は
、
目
で
煙
や

炎
を
見
た
り
、
鼻
で
焦
げ

臭
い
に
お
い
を
感
じ
た
り
、
耳
で

パ
チ
パ
チ
と
い
う
音
を
聞
い
た
り

と
、
五
感
に
よ
っ
て
気
づ
く
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。

私
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棚倉消防署矢祭分署長にお話しを伺いました。interview

PROFILE
【さいすみずお】

旧東村（現白河市）出身。56歳。平成30年4月より棚倉消

防署矢祭分署長に就任。趣味は食べ歩き。日課は家族とコミュ

ニケーションをとること。

棚倉消防署矢祭分署

斎須瑞雄  分署長

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
就

寝
中
や
仕
切
ら
れ
た
部
屋
な
ど
で

物
事
に
集
中
し
て
い
る
時
な
ど
に

は
、
火
災
に
気
づ
く
の
が
遅
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ご
家
庭

内
で
の
火
災
発
生
を
い
ち
早
く

キ
ャ
ッ
チ
し
、
知
ら
せ
て
く
れ
る

の
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
で
す
。

（
右
下
参
照
）
最
近
で
は
、
無
線

で
連
動
す
る
タ
イ
プ
の
も
の
な
ど

も
販
売(

お
近
く
の
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
や
電
器
店
な
ど
で
購
入
で
き

ま
す)

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
万
が
一
、
火
が
出
て

し
ま
っ
た
場
合
に
備
え
、
住
宅
に

消
火
器
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
大

変
有
効
で
す
。

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、

交
通
網
の
寸
断
、
同
時
多

発
火
災
な
ど
に
よ
り
、
消
防
や
警

察
な
ど
の
機
関
が
十
分
に
対
応
で

き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
、
力
を
発
揮
す
る
の

が
、
地
域
ぐ
る
み
の
協
力
体
制
で

す
。地
域
住
民
が
自
発
的
に
救
出
・

救
助
活
動
を
行
い
、
被
害
の
拡
大

を
防
い
だ
り
、
災
害
発
生
後
の
避

難
生
活
が
長
引
く
場
合
に
も
地
域

住
民
が
助
け
合
っ
て
、
様
々
な
困

難
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

各
地
区
の
区
長
さ
ん
等
を
中
心

と
し
た
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上

げ
、「
自
分
た
ち
の
町
は
、
自
分

た
ち
で
守
る
」と
い
う
心
構
え
で
、

積
極
的
に
自
主
防
災
組
織
に
参
加

し
、
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を
進

め
、
地
域
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

火

▲平成 30 年 10 月に矢祭町内全世帯を対象として実施され
た「住宅用火災警報器設置状況調査」の回答をもとに、棚
倉消防署矢祭分署で集計を行った結果出された設置率。世
帯数 2,055（平成 30 年 10 月 1 日現在住民基本台帳より）
に対して回収世帯数 1,022 件。

【
特
集
】
小さな火から大きな後悔

◀町内の安心安全のために尽力している矢祭分署員のみなさん。（上：穂積
隊長・緑川士長・江田副士長（救急救命士）・和知隊長／下：藤田士長・斎
須分署長・前田士長（救急救命士）／大河内士長・長田副士長（撮影時週休日））

46%

40%

14%

住宅用火災警報器設置率

設置している 一部設置 未設置

　家庭内での火災の発生を
いち早くキャッチし、知ら
せてくれるのが、住宅用火
災警報器です。
　住宅用火災警報器は、火
災により発生する煙を感知
し、音や音声により警報を
発して火災の発生を知らせ
てくれる機器です。
 　通常は、感知部と警報
部が一つの機器の内部に包
含されていますので、機器
本体を天井や壁に設置する
だけで、機能を発揮します。

▲住宅用火災警報器

住宅用火災警報器とは？
大切な御家族の守り神（住宅用
火災警報器）は、概ね 10 年を
目安に本体を交換しましょう。

消
防
署
員
の
取
り
組
み
と

町
民
に
対
す
る
想
い

火
災
が
起
き
た
際
の

地
域
の
備
え

大

火
災
を
出
さ
な
い
為
に

地
域
住
民
が
で
き
る
こ
と

▲消防団員によ
る消火訓練
◀矢祭分署員の
指導のもと消火
器の訓練をする
地域住民

　１１月４日（日）、下関河内区・矢祭町消
防団（本団・第２分団）・棚倉消防署矢祭分
署合同による火災防御訓練が実施されまし
た。
　今回の訓練は、下関地区滝川の樽川南側山
林を火元として行われ、関係機関が連携を図
りながら、災害発生時の通報・連絡・消防水
利の選定・中継・ポンプ運用技術の習得、向
上・迅速かつ的確な対応などを訓練しました。
　また、下関河内集会施設では、地元区の女
性や赤十字奉仕団による炊き出し訓練も行わ
れるとともに、地元住民を対象とした消火器
の取り扱い訓練を矢祭分署員の指導により行
いました。

下関河内区・町消防団・矢祭
分署合同火災防御訓練を実施

▲下関河内集会施設に集まり、防御訓練に参加した地元の
女性と赤十字奉仕団のみなさん。
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ふくしま駅伝矢祭町チーム
【総合 42位　町の部 21位】Total  Time　５：５７’ ５０’’

　初めてだったので緊張していま

したが、思っていたより調子良く

走ることができたと感じていま

す。特に、上り坂のところで上手

く走れたように思います。来年は

今回の経験を活かして練習を積

み、もっと速く走れるように頑張

りたいです。

　自分の目標達成のため、今まで

の練習で培った力を十分に発揮

し、町民のみなさんに勇気と元気

を与えられるような走りができた

のではないかなと思っています。

来年は、今年のタイムを越えられ

るような走りをしたいと思いま

す。

▶Player's  Interview◀

第 30 回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会

第16区　菊池拓哉【8.4km】
（福島大学入口～福島県庁）

第 12 区　藤井丈一郎【7.0km】
（㈱イイジマ前～二本松市役所内）

第 11 区　塚田朱加莉【3.9km】
（㈱白岩屋商店前～㈱イイジマ前）

第 8区　鈴木勇史郎【4.1km】
（郡山総合体育館前～郡山北工業高校内）

第 6区　鈴木修宏【8.3km】
（須賀川市役所内～ゼノアック日本全薬工業内）

第 4区　鈴木　薫【7.3km】
（矢吹町役場内～鳥見山陸上競技場内）

第 5区　本多悠夢【6.4km】
（鳥見山陸上競技場内～須賀川市役所内）

第 3区　緑川侑真【5.8km】
（泉崎さつき公園前～矢吹町役場内）

第 1区　檜山侑那【4.0km】
（しらかわカタールスポーツパーク陸上競技場～

サンフレッシュ白河・大沼体育館前）

◀昨年度の大会で２０大会連続出場
を果たし、今大会の開会式（11 月
17 日（土）にしらかわカタールス
ポーツパーク陸上競技場で開催）に
おいて表彰され、大会終了後の報告
会（ユーパル矢祭）で古張町長から
賞状と盾を授与された金子一則さん。 区　間 選　手　名 区　間 選　手　名

１区 檜山侑那（矢祭中３年） ９区 本多由羅（矢祭中１年）

２区 菊池竜馬（日大東北高校３年） １０区 藤田剛志（福島大学４年）

３区 緑川侑真（矢祭中1年）
古市瑛士（矢祭中１年） １１区 塚田朱加莉（矢祭中３年）

４区 鈴木　薫（矢祭町役場）
菊池和記（成洋産業㈱） １２区 藤井丈一郎（藤井工業）

５区 本多悠夢　  （矢祭中３年）
鈴木航志郎（白河高校１年） １３区 金子一則（東海村立東海病院）

菊池孝裕（SMC㈱）

６区 鈴木修宏（白河消防本部） １４区 本多白篤（塙工業高校３年）
金澤凌真（光南高校１年）

７区 鈴木悠斗（矢祭中３年）
尾亦遥斗（矢祭中１年） １５区 塚田結稀（矢祭中１年）

８区 鈴木勇史郎（矢祭中１年）
山中隆史　   （矢祭中２年） １６区 菊池拓哉（国際福祉大学校２年）

＊選手名下段については補欠選手名を掲載

★GOOL

★ START

　東北駅伝で良い走りができな

かったため、今大会で挽回できれ

ばと思っていました。その結果、

16 位順位を上げて襷を繋げたの

で、チームのためにも上手く走れ

たかなと思います。今年は惜しく

も町の部区間２位だったので、来

年こそ区間賞を獲りたいです。
第 2区【8.2km】
菊池竜馬

　初めてのふくしま駅伝で緊張し

ていましたが、１km地点の下り

坂でペースをつかむことができ、

うまく走れたかなと思っていま

す。しかし、次の選手にあと数秒

で襷を繋げることができず悔しい

思いをしたので、来年はしっかり

と繋げたいと思います。
第 9区【3.0km】
本多由羅

第 15区【3.4km】
塚田結稀

第 7区【5.4km】
鈴木悠斗
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行    政
N A V I

矢
祭
町
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
「
櫻さ

く
ら

の
苑そ

の

」
落
成

成
28
年
３
月
に
閉
校
し
た
旧
石

井
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
で

進
め
て
い
た
矢
祭
町
軽
費
老
人
ホ
ー
ム

の
建
築
が
完
了
し
、
平
成
30
年
11
月
21

日
に
落
成
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
櫻
の
苑
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の

施
設
は
木
造
平
屋
建
て
、
地
元
木
材
を

使
用
し
な
が
ら
の
準
耐
火
構
造
、
３
ユ

ニ
ッ
ト
か
ら
な
る
定
員
30
名
、
介
護
保

険
に
お
け
る
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介

護
サ
ー
ビ
ス
付
き
ケ
ア
ハ
ウ
ス
と
し

て
、
本
町
の
高
齢
化
率
の
上
昇
、
ま
た

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
要
件
が

原
則
要
介
護
３
以
上
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
要
介
護
２
以
下
で
も
、
高
齢
者
の

独
居
や
認
知
症
の
発
症
者
、
山
間
部
の

買
い
物
弱
者
や
交
通
弱
者
な
ど
の
諸
問

題
に
対
処
す
る
施
設
と
し
て
平
成
30
年

12
月
１
日
に
開
所
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
施
設
運
営
に
つ
い
て
は
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ユ
ー
ア
イ
ホ
ー
ム

な
ど
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
矢
祭

福
祉
会
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

平国
民
年
金
お
得
な
納
付
方
法

償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
め
に

　

償
却
資
産
と
は
、
事
業
を
営
ん
で

い
る
会
社
や
個
人
が
、
そ
の
事
業
の

た
め
に
所
有
し
て
い
る
事
業
用
資
産

で
機
械
、
器
具
、
構
築
物
な
ど
が
該

当
し
ま
す
。
事
業
用
資
産
に
は
門
・

フ
ェ
ン
ス
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
・

看
板
な
ど
も
該
当
し
ま
す
。
事
業
を

営
ん
で
い
る
事
業
主
の
方
は
必
ず
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
書　

既
に
申
告
し
て
い
る
方
に

　

は
、
12
月
中
に
申
告
書
が
郵
送
さ

　

れ
ま
す
。
申
告
書
が
届
い
て
い
な

　

い
方
や
新
た
に
事
業
を
始
め
た
事

　

業
主
の
方
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
告
対
象　

事
業
を
営
ん
で
い
る
全

　

て
の
業
種
の
事
業
主
は
、
申
告
し

　

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
告
が

　

分
か
ら
な
い
場
合
は
担
当
ま
で
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
資
産
に

　

異
動
が
な
い
場
合
で
も
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

平
成
31
年
１
月
31
日（
木
）

　

な
お
、
申
告
書
は
、
早
目
に
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

自
立
総
務
課
税
務
グ

　

ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５
７
２

表１　種類別の例示（資産の一例）

資産の種類 例　　　示

構築物 舗装路面、広告塔、プレハブ式事務所、ビニールハウス、豚舎、鶏舎、牛舎等（家屋評価の対象となっているものは除く）

機械及び装置 電気・化学・建設・印刷機械、加工修理等に使用する機械等

車両及び運搬具 大型特殊自動車、自動車、荷車等（自動車税及び軽自動車税の対象となっているものは除く）

工具器具 机、いす、ロッカー、金庫、応接セット、陳列ケース、キャビネット、レジスター、複写機、厨房用品、看板等

＊耐用年数１年未満の資産、所得価額が１０万円未満の資産で法人税法等の規定により一時に損金算入されるもの（少額償却資産）、取得価額が２０万円未満の資
産で法人税法等の規定により３年間で一括して均等償却するもの（一括償却資産）は固定資産税上償却資産の対象となりません。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
納

付
書
で
の
納
付
の
他
に
口
座
振
替
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
が
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

を
利
用
す
る
と
、継
続
的
に
納
付
で
き
、

手
間
が
な
く
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、国
民
年
金
保
険
料
を
前
納（
前

払
い
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保
険

料
を
前
納
す
る
と
割
引
が
受
け
ら
れ
る

ほ
か
、
納
め
忘
れ
の
心
配
が
な
く
な
り

ま
す
。

　

納
付
の
手
続
き
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
も
し
く
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
毎
月
納
付
▼
１
６
，
３
４
０
円
（
平

　

成
30
年
度
）
×
12
カ
月
＝
１
９
６
，

　

０
８
０
円

◎
１
年
分
前
納
現
金
納
付
▼
１
９
２
，

　

６
０
０
円
（
＊
３
，４
８
０
円
割
引
）

◎
１
年
分
前
納
口
座
振
替
▼
１
９
１
，

　

９
７
０
円
（
＊
４
，１
１
０
円
割
引
）

問
い
合
わ
せ　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
☎

　

０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５
／
白

　

河
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
☎
０
２

　

４
８
‐
２
７
‐
４
１
６
１

※町が発注した、予定価格が１３０万円を超える工事の入札結果を公表します。

工事名 入札日 （予定価格）
落札金額 落札者 工事場所 工期

平成30年度矢祭ふれあいタ
ーミナル南側駐車場舗装工事

平成 30 年
11 月 14 日

（8,438,040 円）
7,243,560 円

佐藤建設（株）
代表取締役　佐藤　正美

内  川  字
矢 祭 地 内

平成 30 年 11 月 14 日～
平成 31 年 2月 28 日

平成30年度農道入宝坂9号
線舗装工事

平成 30 年
11 月 14 日

（7,281,360 円）
6,271,560 円

佐藤建設（株）
代表取締役　佐藤　正美

宝  坂  字
押 舘 地 内

平成 30 年 11 月 15 日～
平成 31 年 3月 29 日

平成30年度あゆの吊橋周辺
親水広場整備工事

平成 30 年
11 月 14 日

（31,354,560 円）
27,294,840 円

矢祭建設（株）
代表取締役　菊池　修一

内  川  字
矢 祭 地 内

平成 30 年 11 月 15 日～
平成 31 年 3月 29 日

平成30年度町道加羅沢・太
子沢線ガードレール設置工事

平成 30 年
11 月 14 日

（1,666,440 円）
1,425,600 円

緑川建設（株）
代表取締役　近田　昌弘

金  沢  字
加羅沢地内

平成 30 年 11 月 15 日～
平成 31 年 2月 28 日

平成30年度町道東舘・追分
線道路舗装補修工事

平成 30 年
11 月 26 日

（42,965,640 円）
37,494,360 円

佐藤建設（株）
代表取締役　佐藤　正美

宝  坂  字
笹野田輪地内外

平成 30 年 11 月 27 日～
平成 31 年 3月 29 日

入
札
結
果

旧石井小学校跡地に新たな高齢者福祉施設がオープン

１．用地協力者である鈴木アヤ子さんへ町長か
ら感謝状の授与／２．施設内の居住スペース／
３．施設内の廊下／４．くす玉を割る古張町長
と社会福祉法人矢祭福祉会の髙信理事長

1

2

3

4
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平
成
31
年
度
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
新
規
入
園
児
募
集

■定員　
　【保育部】　　　７０名
　　　　　　　　（生後６か月以降～平成３1年度中に満 3歳に達する乳幼児）
　【幼児教育部】　年少児７０名・年中児７０名・年長児７０名
　　　　　　　　（平成３1年度中に満４～６歳に達する幼児）　　　　　　　

■募集期間
　平成３０年１２月３日（月）～平成３０年１２月１４日（金）
■入園基準
　【保育部】　町内に住所を有し、両親（両親と別居している場合には乳幼児の面倒
　　　　　   をみている者）ともに次のいずれかの事情がある場合
　　①家庭外労働▶乳幼児の親が家庭の外で仕事をすることが普通なので、その乳
　　　　　　　　　幼児の保育ができない場合
　　②家庭内労働▶乳幼児の親が家庭で乳幼児と離れて日常の家事以外の仕事を
　　　　　　　　　 することが普通なので、その乳幼児の保育ができない場合
　　③親のいない家庭▶死亡・行方不明・拘禁などの理由により親がいない家庭の
　　　　　　　　　　　場合
　　④出産・病気等▶親が、出産・病気・負傷・心身に障害がある等、その乳幼児
　　　　　　　　　　の保育ができない状態にある場合
　　⑤病人の看護等▶乳幼児の家庭に、病人や心身に障害のある人がおり、親がい
　　　　　　　　　　つもその看護・介護にあたっているため、乳幼児の保育がで
　　　　　　　　　　きない場合
　　⑥家庭の災害▶火災・風水害・地震などの不幸があり、その家屋を消失・破損
　　　　　　　　　したためその復旧の間、乳幼児の保育ができない場合
　　⑦求職中▶現在求職中であるため、乳幼児の保育ができない場合（３ヶ月限定）
　【幼児教育部】　町内に住所を有し、平成３１年度中に満４～６歳に達する幼児
■申込み
　【申込用紙】　矢祭町役場・やまつりこども園で交付します。
　　　　　　　（矢祭町ホームページからもダウンロードできます）
　　　　　　　※入園申込書類は入園乳幼児１名につき１部を作成してください。
　　　　　　　　また入園資格があるかどうかを判定するものですので、正確に記
　　　　　　　　入してください。
　【申込方法】　申込用紙に必要事項を記入して、やまつりこども園に提出してくだ
　　　　　　　さい。
■その他
　入園の決定は、申込者全員に対し個々に実態調査を行い決定します。また、保育
　料は「矢祭町子どものための教育・保育給付に係る利用者負担額に関する条例施
　行規則」に基づき決定します。
■問い合わせ
　やまつりこども園　☎５７- ６５００

金
沢
部
落
会
で

太
鼓
、
旗
竿
等
を
新
調

　

宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
行

う
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
文
化
振
興
事
業
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
を
実
施
す
る

た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が

行
う
活
動
に
必
要
な
施
設
や
設

備
の
整
備
に
対
し
て
、
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

金
沢
部
落
会
（
会
長
：
石
井

博
）
で
は
、
こ
の
助
成
を
活
用

し
、「
例
大
祭
」
な
ど
で
使
用

す
る
太
鼓
と
大
旗
、
大
旗
を
掲

げ
る
ス
テ
ン
レ
ス
製
ポ
ー
ル
、

保
管
用
倉
庫
を
新
調
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
層
の
盛

り
上
が
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

３
歳
児
健
診
の
虫
歯
な
し
は

13
人
中
10
人
で
し
た

豊田晃
こうすけ

佑くん

柴田陽
ひなた

向くん

益子陽
ひなた

向くん

菊池和
わ か

奏ちゃん

佐川悠
はるか

ちゃん

青木勇
ゆうま

真くん

菊池瑛
えいた

太くん

鈴木朝
あさひ

陽くん

小野結
ゆいな

愛ちゃん

藤澤志
し ほ

帆ちゃん

知
っ
て
く
だ
さ
い
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

　
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
は
、
大
き

な
音
が
苦
手
な
人
や
パ
ニ
ッ
ク
に

な
る
人
、
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
障

が
い
の
人
、
痛
み
で
触
る
こ
と
が

つ
ら
い
人
、
視
聴
覚
障
害
・
発
達

障
害
の
人
、
妊
娠
初
期
の
人
な
ど

援
助
が
必
要
な
方
が
援
助
を
得
や

す
く
な
る
こ
と
を
目
的
に
作
成
さ

れ
た
マ
ー
ク
で
す
。
こ
の
「
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
」
は
ス
ト
ラ
ッ
プ
使
用

し
て
、
鞄
な
ど
に
着
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ

て
、
カ
ー
ド
の
片
面
に
、
附
属
の

シ
ー
ル
を
貼
り
、
伝
え
た
い
情
報

等
を
記
入
し
て
お
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

援
助
が
必
要
な
方　

義
足
や
人
口

　

関
節
の
方
、
難
病
の
方
、
妊
娠

　

初
期
の
方
、
知
的
障
害
・
精
神

　

障
害
・
内
部
障
害
の
方
、
認
知

　

症
の
方
、
目
や
耳
・
言
語
障
害
・

　

手
話
や
筆
談
が
必
要
な
方
、
外

　

か
ら
見
え
な
い
障
害
や
病
気
の

　

方
な
ど

マ
ー
ク
を
見
か
け
た
場
合　

　

①
電
車
や
バ
ス
の
中
で
は
、
席

　
　

を
お
譲
り
く
だ
さ
い
。

　

②
駅
や
商
業
施
設
な
ど
で
は
、

　
　

声
を
か
け
る
な
ど
の
配
慮
を

　
　

お
願
い
し
ま
す
。

　

③
災
害
時
に
は
、
安
全
に
避
難

　
　

す
る
た
め
の
支
援
を
お
願
い

　
　

し
ま
す
。

配
付
場
所　

町
民
福
祉
課
福
祉
保

　

険
グ
ル
ー
プ

問
い
合
わ
せ　

町
民
福
祉
課
福
祉

　

保
険
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５

　

７
３

の
方
、
知
的
障
害
・
精
神

７
３

方

知
的
障
害
・
精
神

７
３

▲ヘルプマーク（ストラップ型）
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や
ま
つ
り
元
気
祭
２
０
１
８
開
催

yam
atsuri  genki  festival  2018

pickup
topics

平
成
30
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
を
受
章

　

秋
の
叙
勲
・
褒
章
（
11
月
13

日
付
）
で
『
瑞
宝
単
光
章
』
を

受
章
さ
れ
た
２
人
と
『
瑞
宝
雙

光
章
』
を
受
章
さ
れ
た
１
人
、

『
藍
綬
褒
章
』
を
受
章
さ
れ
た

１
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
古
張
町
長

に
受
章
報
告
を
す
る
た
め
来
庁

さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
に
訪
れ
た
４
人
は
、
各

分
野
で
の
長
年
に
渡
る
功
績
等

が
認
め
ら
れ
て
の
今
回
の
受
章

で
あ
り
、
本
多
さ
ん
は
11
月
７

日
、
鈴
木
さ
ん
と
古
張
さ
ん
は

11
月
12
日
、
檜
山
さ
ん
は
、
11

月
14
日
に
皇
居
に
お
い
て
天
皇

陛
下
に
拝
謁
さ
れ
ま
し
た
。

矢祭町観光大使

菊池利次さん

PROFILE
【きくちとしつぐ】

画家名KIKURIとして油絵の

製作を中心に活動中。

　『やまつり元気祭 2018』に訪れた町
観光大使の菊池利次さんは、今回も抽
選会の景品として油絵を提供していた
だきました。また今年は、宿泊された
ユーパル矢祭前にて「ユーパル矢祭か
ら見た東舘駅」というタイトルの油絵
を製作し、ふるさとでも画家活動をさ
れていました。

平
成
30
年
度
町
民
号
運
行

　

11
月
11
日
（
日
）、
町
民

相
互
の
親
睦
と
融
和
を
図
る

矢
祭
町
民
号
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

41
回
目
と
な
る
今
回
は
、

「
阿
賀
の
里
・
楽
市
じ
ぱ
ん

ぐ
と
ホ
テ
ル
泉
慶
の
旅
」
と

題
し
て
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

を
運
行
し
、
町
内
21
行
政
区

か
ら
町
民
２
１
２
人
と
添
乗

職
員
６
人
の
２
１
８
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

バ
ス
６
台
に
よ
り
町
内

各
地
か
ら
参
加
者
を
乗
せ
、

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
に
集
合
し
、

古
張
町
長
、
鈴
木
町
議
会
議

長
、
菊
池
行
政
区
長
会
長
に

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
た
後
、
新
潟
県
新
発
田
市

へ
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

各
号
車
内
で
は
町
政
懇
談

会
が
行
わ
れ
、
各
区
か
ら
の

要
望
事
項
等
に
対
し
、
各
担

当
課
か
ら
の
回
答
を
説
明
。

阿
賀
の
里
で
は
買
い
物
、
ホ

テ
ル
泉
慶
で
は
お
い
し
い
料

理
と
お
風
呂
な
ど
を
楽
し

み
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

▲ユーパル矢祭
駐車場で行われ
た出発式・テー
プカット／▶参
会者が一堂に会
して懇親会を行
ったホテル泉慶
での乾杯

▲ 45 年に渡る学校歯科医としての功
績により受章

「瑞
ずいほうそうこうしょう

宝雙光章」
古張　武さん

▲保育士として定年退職を迎えるま
での 38 年間に渡る功績により受章

「瑞
ずいほうたんこうしょう

宝単光章」
本多 タイ子さん

▲長年に渡る消防団活動の功績によ
り受章

「瑞
ずいほうたんこうしょう

宝単光章」
鈴木 桂語さん

１．11 月 3日（土・祝）に開催されたやまつり元気祭 2018 のメインステージ（ユーパル矢祭駐車場）に集まった大勢
の一般客／２．わくわくステージ（スインピア矢祭駐車場）で行われた木工クラフト体験／３．元気祭 2018 のラスト
にメインステージで行われた投げ餅／４．大抽選会で１等の自転車が当たった男の子／５．メインステージを盛り上げ
てくれたやまつりこども園の園児による踊りの後に行われた「母心」との記念写真／６．特設ステージ（スインピア矢
祭北側駐車場）で行われた元気大綱引き戦決勝（盛り上げ役として「母心」も参加）

２

４

６

1

3

5

ふるさと矢祭町でも画家としての活動をされています

▲長年に渡る消防団活動の功績によ
り受章

「藍
らんじゅほうしょう

綬褒章」
檜山 利男さん

叙勲３人、褒章１人が町長に受章を報告

快
晴
の
中
、
昨
年
よ
り
多
く
の
方
が
会
場
に
足
を
運
び
ま
し
た
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作

　

森

田

僚

也

　
「
矢
祭
な
ら
で
は
の
物
語
」

を
描
き
た
い
。
広
報
６
月
号
に

掲
載
さ
れ
た
森
田
の
矢
祭
活
動

へ
の
想
い
は
早
く
も
実
現
さ
れ

ま
し
た
。

　

７
月
下
旬
、
広
報
を
読
ん
で

く
れ
た
町
民
の
方
か
ら
「
私
の

原
作
（
も
の
が
た
り
）
に
絵
を

描
い
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
」
と

い
う
嬉
し
い
お
声
掛
け
が
頂
け

た
の
で
す
！
そ
し
て
、「
第
10

回
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館

手
作
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
」
へ

共
同
作
品
で
応
募
す
る
事
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
「
原
作
が
あ
る
作
品
」
に
絵

を
描
く
試
み
は
初
め
て
。
普
段

の
個
人
創
作
と
は
違
う
気
遣
い

が
生
ま
れ
る
事
が
と
て
も
新
鮮

で
し
た
。「
原
作
者
の
想
い
を

う
ま
く
表
現
し
た
い
」
と
想
い

を
汲
み
取
り
、
形
に
す
る
作
業

は
試
行
錯
誤
の
連
続
で
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
９
月
上
旬
、

描
き
あ
げ
た
絵
本
イ
ラ
ス
ト
を

原
作
者
へ
お
渡
し
す
る
と
喜
ん

で
く
れ
た
の
で
ホ
ッ
と
安
心
。

早
速
、
手
作
り
絵
本
の
製
本
工

創
作
に
挑
戦
す
る
事
が
叶
う
恵

ま
れ
た
環
境
に
大
感
謝
で
す
。

　

す
で
に
３
年
目
を
迎
え
て
い

る
私
の
活
動
は
集
大
成
へ
と
向

け
て
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
中
！
矢

祭
町
で
の
活
動
で
コ
ツ
コ
ツ
と

積
み
上
げ
て
き
た
、
と
あ
る
作

品
が
直
接
皆
様
の
目
へ
触
れ
ら

れ
る
よ
う
に
。
町
外
か
ら
来
ら

れ
た
観
光
客
や
町
民
の
方
々
の

喜
び
と
も
な
る
事
を
願
い
鋭
意

制
作
中
で
す
。

作
に
取
り
掛
か
っ
て
く
れ
る
と

の
事
。
後
日
、「
絵
本
が
仕
上

が
り
ま
し
た
！
」
と
の
ご
報
告

を
お
受
け
し
、
製
本
を
見
て
感

動
！
こ
れ
ま
で
に
私
が
工
作
し

て
き
た
絵
本
と
は
雲
泥
の
差
の

丁
寧
な
仕
上
が
り
。
そ
の
ま
ま

も
っ
た
い
な
い
図
書
館
へ
直
接

応
募
に
向
か
わ
れ
ま
し
た
。

　

ド
キ
ド
キ
し
て
時
を
待
ち
ま

す
…
し
か
し
な
が
ら
結
果
に
は

及
ば
ず
の
落
選
。
私
個
人
で
は

３
度
目
の
挑
戦
と
な
る
手
作
り

絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
。
赴
任
当
初

の
想
い
「
絵
本
や
物
語
な
ど
を

活
用
す
る
形
の
地
域
お
こ
し
」

に
は
手
が
届
か
な
か
っ
た
協
力

隊
活
動
と
な
り
ま
し
た
が
、「
町

民
が
想
い
描
く
物
語
」
を
「
矢

祭
絵
本
活
動
」
の
最
後
に
描
け

た
事
は
と
て
も
幸
運
で
し
た
。

左▶お声掛けいただいた方の作成した文章から生み出したキャラクターたち。シーン構成やキャラクター対比なども準備段階で実際に描き起こしキャラ
配置資料として役立てています。／右▶原作者の方へ提出した完成イラスト原稿。ストーリーは、とある出来事により窮地に立たされるダンゴムシがそ
の窮地に立ち向かうという「家族愛」が描かれています。

地域おこし協力隊活動日誌　    VOL.15
協力隊員が運営している
Facebook では、隊員の
活動等をさらに詳しく見
ることができます。▶▶

地域おこし協力隊とゆかいな仲間
達が運営するＨＰ「ウェルカム矢
祭」。協力隊員が製作中の「商店
マップ」も掲載しています。▶▶

　こんにちは、協力隊福山です。

　今年から始めたユズの栽培も 11 月に入り、

いよいよ収穫の時期を迎えました。

　また、残念ながら自分は参加できなかったの

ですが、11 月 3 日の元気祭 2018 からゆずの

出荷も順次始まっています！

　今年収穫したユズは、通常の利用法以外にも

以前お伝えしたユズの乾燥パウダーなど、特産

品開発の為の加工にも使えればと思っていま

す。良いアイデアをお持ちの方がいらっしゃれ

ば教えていただけると有り難いです。

PROFILE
青樹雅実【あおきまさみ】
57歳。神奈川県小田原市出身。
趣味は山菜を探すこと。主な
活動は「やまつりまち・ひと・
みらいづくり協議会事務局、
特産品開発」

PROFILE
森田僚也【もりたともや】
37歳。栃木県宇都宮市出身。
趣味は漫画を描くこと。主な
活動は「デザイン全般」

　11 月 17 日に小田原での不定期イベント開催

をきっかけに生まれた人脈を活かして、矢祭

町農泊ツアーイベントを企画してみました。農

泊と言いながら日帰りという（笑）総走行距離

600km の弾丸ツアーだったのですが、忙
せわ

しな

いスケジュールを全員が満喫してくれたみたい

で、企画した張本人としては嬉しい限りでした。

　参加者の皆さんが口を揃えて言うことは、「町

の人達の素朴さに癒されました」「綺麗な空気

と自然が羨ましい」といったところでしたね。

ほぼ狙い通りです（笑）

◀大きく実った柚子を収穫する福山
隊員。

◀滝川の里での炭焼き体験や滝川渓
谷の散策などをし、昼食でおいしい
そばを堪能した農泊イベント参加者
のみなさん。

まちの駅やまつりのス
タッフが地域情報などを
発信している。まちの駅
やまつりのＨＰ。　▶▶

PROFILE
福山正真【ふくやましょうま】
21歳。山口県山陽小野田市出身。
趣味はYOSAKOI、旅、献血。主
な活動は「ゆず畑」

14
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図 書 館 だ よ り
library Information

1 月開催イベントのお知らせ

「赤ちゃんおはなし会」を開催い

たします。

開催日　平成 31年 1月 10日（木）

時　間　午前 10 時～正午

会　場　矢祭もったいない図書館

内　容　乳幼児親子と、おなかに

　　　　赤ちゃんがいるお母さん

　　　　のためのおはなし会です。

その他　館内では、クリスマスの

　　　　本の展示も行っておりま

　　　　す。　　　

ＰＩＣＫ　ＵＰ 「季節のおはなし会 &えいごであそぼう！」
（矢祭もったいない図書館特別書庫）

　12 月 16 日（日）午後２時～午後３時
　▶おはなし会と、「英語であそぼう！」をテーマに開催します。おはなしは、町学校英
　　  語指導助手、ニコール・ルイーズ・クレメントさんです。

【12月のイベント】

【今月の休館日】

【問い合わせ】

毎週月曜日です。12 月 24 日（月）は開館します。
12月 29日（土）～平成 31年 1月 3日（木）まで年末年始のため、
休館となります。

矢祭もったいない図書館　☎４６‐４６４６

【第 10 回手づくり絵本コンクール入賞作品一覧】

俳
句　

ふ
き
の
芽
句
会

吊
る
し
柿
障
子
に
映
る
母
の
影

乙
女
ケ
越
鷺
の
雄
叫
び
秋
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
森　

泰
幸

鈴
な
り
の
柿
柿
柿
や
鴉
鳴
く

鰯
雲
待
合
室
に
愚
痴
し
き
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

望
郷
を
語
る
男
や
衣き

ぬ
か
つ
ぎ被

立
冬
や
会
津
の
城
の
面
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

ま
さ
を
な
る
秋
の
天
辺
飛
行
雲

枯
葉
掃
く
日
課
や
朝
の
竹
箒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
志
津
子

Health 
information

健康情報

　

エ
イ
ズ
と
は
「
後
天
性
免
疫

不
全
症
候
群
」と
い
う
病
気
で
、

「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
）」
と
い
う
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
て
、
免
疫
不
全
状
態

に
な
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
も
す
ぐ

に
エ
イ
ズ
を
発
症
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
覚
症
状
の

な
い
時
期
が
数
年
間
続
き
ま

す
。
症
状
が
進
行
す
る
と
病
気

と
闘
う
抵
抗
力
が
下
が
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
感
染
症
や
悪
性
腫
瘍

な
ど
の
重
い
病
気
に
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け

て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
）
か
ら
自
分
の
身
体

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

エ
イ
ズ
は
免
疫
力
が

低
下
す
る
病
気

正
し
く
知
ろ
う
、
エ
イ
ズ
（
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
の
こ
と

ＨＩＶ感染からエイズ発症まで

　

平
成
29
年
全
国
の
新
規
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
報
告
数
は
、

９
７
６
件
、
新
規
エ
イ
ズ
患
者

の
報
告
数
は
４
１
３
件
で
し

た
。
新
規
報
告
数
の
う
ち
エ
イ

ズ
患
者
報
告
数
は
約
４
割
を
占

め
て
お
り
、
こ
れ
は
「
エ
イ
ズ

を
発
症
し
て
か
ら
初
め
て
感
染

を
知
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
受
け
な
け
れ

ば
感
染
し
た
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
件
数
や
グ
ラ
フ
を
見
て
も

「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
思

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
感
染

は
確
実
に
広
が
っ
て
お
り
、
誰

に
で
も
感
染
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
エ
イ
ズ
を
正
し
く
理

解
し
て
、予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
29
年
の

感
染
者
・
患
者
数

問い合わせ 県南保健福祉事務所（県南保健所）☎0248-22-6405

発症まで数年
自覚症状がなくても、感染力はある

ＨＩＶ感染
感染から数週間後
にかぜに似た症状
がでることがある。

エイズ発症
免疫機能が極端に低
下し、さまざまな感
染症、悪性腫瘍など
にかかり、エイズと
診断される。

無症候期
自覚症状はあまりない。

＊県南保健福祉事務所でもＨＩＶ検査を実施しています。検査や相談を希望される方はご連絡ください。
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ＨＩＶ感染者及びエイズ患者報告数（福島県）ＨＩＶ感染者及びエイズ患者報告数（福島県）

エイズ患者数

HIV感染者数
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ＨＩＶ感染者及びエイズ患者報告数（全国）ＨＩＶ感染者及びエイズ患者報告数（全国）

エイズ患者数

HIV感染者数

一般の部　最優秀賞
「75 さいのわたしにゆめがやってきましたの」

みえ . こずえさん

　夫に先立たれ、
猫と暮らすおばあ
さん。入院先の病
院で男の子から教
えてもらった「折
り紙」を通し、新
たな夢を見つけま

す。「何歳になっても夢をあきらめない
」ことを教えてくれる絵本です。

　小学１年生の
時から、アゲハ
チョウやキアゲ
ハを育ててきた
優奈さん。はじ
めてのクロアゲ
ハの観察を絵本

にしました。ところどころの仕掛
けが、とても楽しめる１冊です。

　作者が幼かっ
た頃、子牛が売
られていくとい
う悲しい思い出
を思い出し、そ

こからヒントを得て、この絵本を
作ったそうです。牛の表情や景色
などが、ドラマチックに描かれて
います。

家族の部　最優秀賞
「私の育てた黒アゲハ」
橋見かおりさん、優奈さん

特別賞
「ぎゅうちゃんこきょうへかえる」

たけだみつひろさん
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東京ディズニーシーに遊びに行きたいです。

幸せな家庭を築くことです。

ドライブに行くことです。

矢祭中学校です。中学生時代がとても楽しかったの
で思い出に残っていますし、町内でのお気に入りの
場所です。

町内にもう少し働く場所が増えてくれたらいいなと
思っています。

町外に勤務していますが、町中などで見かけた際に
はよろしくお願いします。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
矢
祭
中
学
校
が
お
気
に
入
り
の
場
所

菊池　拓弥さん

Ｔ
ａ
ｋ
ｕ
ｙ
ａ
　
Ｋ
ｉｋ
ｕ
ｃ
ｈ
ｉ

きくちたくや● 24 歳・内川在住

メッセージ

from結婚支援室（54）

message

No.57

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町の好きなところはどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

「キャンドルナイトパーティ－」
日時　12 月 16 日（土）14：00 ～ 18：00
会場　リフレッシュふるさとランド
募集　18 歳（社会人）～ 39 歳の独身者　男女各 15 名
参加費　2,000 円
　平成最後のスペシャルナイトパーティー
です。ご応募お待ちしています。

　詳しくは町ホームページまたは結婚支
援室まで。ＴＥＬ 0247-46-4884

●町への要望はありますか？

プロジェクトＹ結婚支援室主催

　

平
成
30
年
度
結
婚
支
援
事
業
イ
ベ
ン

ト『
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
』

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
新
た
な
試

み
と
し
て
企
画
・
運
営
を
協
力
し
て
い

た
だ
く
「
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
」
を
町

内
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
取
組
を

紹
介
し
ま
す
。
20
代
男
性
４
名
、
女
性

２
名
が
決
ま
り
、
第
１
回
企
画
会
議
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
12
月
開
催
と
い
う

こ
と
で
ク
リ
ス
マ
ス
に
因
ん
だ
意
見
が

次
か
ら
次
へ
と
出
て
、
会
場
に
な
る
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
ふ
る
さ
と
ラ
ン
ド
の
展
望

台
や
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
下
見
の
際
に

は
、
若
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
意
見
が
ス
タ

ッ
フ
同
士
で
飛
び
交
い
、
イ
ベ
ン
ト
の

イ
メ
ー
ジ
が
一
気
に
湧
い
て
き
ま
し

た
。
第
２
回
の
会
議
で
は
、
前
回
の
意

見
を
見
直
し
、
イ
メ
ー
ジ
を
現
実
に
近

づ
け
る
べ
く
自
分
た
ち
の
思
い
を
煮
詰

め
る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。今
後
は
、

イ
ベ
ン
ト
当
日
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
ス
タ
ッ
フ
の
担
当
を
決
め
、
当
日

の
作
業
確
認
を
し
、
イ
ベ
ン
ト
当
日
を

迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
集
ま
る
若
い

ス
タ
ッ
フ
。
こ
の
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
に

よ
り
、
結
婚
支
援
が
若
い
層
に
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

次の方は未定です。

19

　　

混
声
合
唱
団
ハ
ー
モ
ニ
ー
や
ま

つ
り
で
会
長
を
務
め
て
い
る
東
舘

在
住
の
廣
瀬
喬
子
さ
ん
。
11
年
目

を
迎
え
た
団
を
平
成
19
年
の
立
ち

上
げ
か
ら
会
長
と
し
て
見
守
り
続

け
て
い
ま
す
。

　

ハ
ー
モ
ニ
ー
や
ま
つ
り
は
現

在
、
男
性
６
人
、
女
性
22
人
の
合

計
28
人
に
加
え
、
ピ
ア
ノ
の
先
生

で
あ
る
鈴
木
さ
ん
、
合
唱
指
導
者

の
芳
賀
さ
ん
と
い
う
メ
ン
バ
ー

で
、
毎
週
木
曜
日
の
午
後
７
時
〜

午
後
９
時
ま
で
中
央
公
民
館
に
お

い
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
練
習

は
、
発
声
練
習
を
行
っ
た
後
、
芳

賀
さ
ん
の
指
導
で
ソ
プ
ラ
ノ
・
テ

ノ
ー
ル
・
ア
ル
ト
・
バ
ス
ご
と
の

パ
ー
ト
練
習
を
行
い
、
そ
こ
か
ら

強
弱
な
ど
を
つ
け
て
合
わ
せ
て
い

き
ま
す
。

　

廣
瀬
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
と

「
私
た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
は
『
楽
し

く
・
元
気
に
・
輝
い
て
歌
う
』
で

す
の
で
、
ま
ず
は
楽
し
く
。
そ
し

て
、
な
に
も
し
な
い
よ
り
楽
し
さ

を
味
わ
え
て
い
る
と
い
う
自
負
は

あ
り
ま
す
ね
。
随
時
メ
ン
バ
ー
を

募
集
し
て
い
る
の
で
気
軽
に
見
学

に
来
て
い
た
だ
い
て
、
た
く
さ
ん

の
方
と
１
つ
の
も
の
を
作
り
上
げ

る
嬉
し
さ
を
共
有
で
き
た
ら
と
思

い
ま
す
。」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
み
ん
な
と
一
緒
に
歌

え
る
機
会
は
な
か
な
か
な
い
の

で
、
素
晴
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

み
な
さ
ん
に
聞
い
て
も
ら
え
る
こ

と
が
嬉
し
い
で
す
。」
と
話
す
メ

ン
バ
ー
か
ら
も
楽
し
さ
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
廣
瀬
さ
ん
は

「
こ
の
楽
し
み
を
継
続
さ
せ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
大
の
目

標
は
、
フ
ラ
ン
ス
（
世
界
）
で
楽

し
く
・
元
気
に
・
輝
い
て
歌
う
こ

と
で
す
ね
。（
笑
）」
と
大
き
な
目

標
に
向
か
い
練
習
を
続
け
ま
す
。

ハーモニー矢祭のみなさんとピアノの鈴木先生（中央
左）と合唱指導者の芳賀先生（中央右）。

『
楽
し
く
・
元
気
に
・
輝
い
て
歌
う
』
を

モ
ッ
ト
ー
に
１
つ
の
も
の
を
作
り
上
げ
る

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.57 －

廣
瀬　

喬
子
さ
ん

PROFILE
【ひろせたかこ】　73歳。東舘在住。趣味
は茶道、登山、海外旅行。日課は散歩。「み
んな平等」がモットー。

▲様々な意見が飛び交った第１回企
画会議



TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

植樹を行ったふるさと会の菊池会長、深谷事務局長、立花事務局次長

　１１月１０日（土）、ユーパル矢祭において、第
３４回青少年の主張矢祭町大会が開催されました。発
表したのは、小学生４人、中学生３人、高校生３人の
１０人で、草野矢祭中学校長を審査委員長とした審査
員５人により、内容・表現・態度などを基準に最優秀
賞３人（小・中・高一人ずつ）を選出しました。

元気にスタートを切る児童たち

　１１月２日（金）、来る里の杜において「矢祭ふ
るさと会記念植樹」が行われました。この植樹は、
昨年結成２０周年を迎えた矢祭ふるさと会から町
を通して、来る里の杜整備のためにと寄付された
１００万円に対する感謝の意を込め、矢祭ふるさと
会の方々を招いて実施されました。

自分の想いを堂々と述べる発表者

　１１月８日（木）、矢祭小学校校庭において、校
内マラソン記録会が行われました。校庭及び学校敷
地内周辺コースを低学年は８００ｍ、中学年は１，
４００ｍ、高学年は２，０００ｍの距離で競い合い、
応援に訪れた保護者の声援を受けながら力走を見せ
ました。

矢祭ふるさと会からの寄付に感謝して
▶金沢地域里山プロジェクト「矢祭ふるさと会記念植樹」

日頃の願い・夢・抱負などを堂々と発表
▶第 34回青少年の主張矢祭町大会

寒空の下で力走を見せる
▶矢祭小学校マラソン記録会

激励金を受け取った和太鼓部の６人

報告に訪れた野村さん（左）、宗田さん（中央）、中野さん（右）

　１１月２１日（水）、保護司の野村さん、更生保護
女性会の宗田さん、中野さんが来庁し、第３５回福島
県更生保護大会の席上で「更生保護法人全国保護司連
盟理事長表彰」（野村さん）・「福島県更生保護女性連
盟会長表彰」（宗田さん）・「福島保護観察所長感謝状」
（中野さん）を受賞したことを町長へ報告しました。

これまでの活動に対する功績が認められ受賞
▶更生保護大会での表彰受賞報告

和太鼓日本一を目指す６人を激励
▶若鮎チャレンジサポート激励金交付式

　１１月２１日（水）、９月１６日に宮城県で開催
された「太鼓祭 in なとり第６回北日本大会」にお
いて準優勝し、１２月９日に埼玉県で開催される「太
鼓祭第１０回日本一決定戦」への出場が決定した塙
工業高校和太鼓部に所属する６人（３年生３人、２
年生３人）に激励金が交付されました。

番組収録を行うために来町
▶あばれる君来町

古張町長から激励金を受け取る菊池君

来町したあばれる君と番組出演したみなさん

　１１月１２日（月）、福島県内で放送される番組
収録を行うため、あばれる君が来町しました。当日
は、在来種のこんにゃく芋掘り体験やこんにゃく料
理を堪能した後、ユーパル矢祭やニュータウン、町
商店街などでも収録を行いながら、町民と交流しま
した。

　１１月１４日（水）、日大東北高校３年の菊池竜
馬君に激励金が交付されました。菊池君は、福島県
高等学校駅伝競走大会で第１区を力走し、第２位で
タスキを繋いだ結果、チームは３位入賞を果たし、
１１月８日に岩手県一関市で開催された東北大会に
出場しました。

高校駅伝で東北大会に出場
▶若鮎チャレンジサポート激励金交付式
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12
月
10
日
（
世
界
人
権
宣
言
採

択
日
）
の
「
人
権
デ
ー
」
を
最

終
日
と
す
る
１
週
間
を
「
人
権

週
間
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中

心
と
し
て
、
積
極
的
な
啓
発
活

動
を
実
施
す
る
こ
と
を
申
し
合

わ
せ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
福

島
地
方
法
務
局
及
び
福
島
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
12

月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を
「
第

70
回
人
権
週
間
」
と
し
、
当
該

週
間
を
中
心
に
積
極
的
な
啓
発

活
動
及
び
相
談
活
動
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
人
権
週
間
に
限
ら

ず
、
電
話
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
悩
み
事
が
あ
り
ま

し
た
ら
次
の
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
相
談
は
、
人
権
擁
護
委

員
及
び
法
務
局
職
員
が
対
応
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

相
談
時
間　

年
末
年
始
を
除
く

　

平
日
、
午
前
８
時
30
分
〜
午

　

後
５
時
15
分

相
談
・
問
い
合
わ
せ　

み
ん
な

　

の
人
権
１
１
０
番
☎
０
５
７

　

０
‐
０
０
３
‐
１
１
０
／
子

　

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
☎
０

　

１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

　

／
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

　

ン
☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐

　

８
１
０

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
不
動
産
登
記
や
会

社
登
記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重

債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成
年
後

見
等
に
関
す
る
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

が
、
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
緊
急
を
要
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
最
寄
の
相

談
員
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

開
催
日　

１
月
17
日
（
木
）

時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
所　

須
賀
川
市
民
交
流
セ
ン

　

タ
ー
「Tette

」
３
階

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

☎
０
１

　

２
０
‐
８
１
‐
５
５
３
９（
平

　

日
午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30

　

分
、
午
後
１
時
30
分
〜
午
後

　

４
時
）

　

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
・

看
護
師
・
歯
科
衛
生
士
な
ど
の

皆
さ
ん
に
は
、
医
師
法
等
関
連

法
律
に
よ
り
、
２
年
に
１
度
、

住
所
や
従
事
先
等
を
記
載
し
た

届
出
票
の
提
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
平
成
30
年
は

届
出
の
年
に
あ
た
り
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
方
は
平
成
30
年

12
月
31
日
現
在
の
状
況
を
保
健

所
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
点
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
最
寄
り
の
保
健
所
な
ど
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

届
出
対
象
者　

①
日
本
に
居
住

　

し
、
日
本
の
医
籍
・
歯
科
医

　

籍
・
薬
剤
師
名
簿
に
登
録
さ

　

れ
て
い
る
全
て
の
医
師
・
歯

　

科
医
師
・
薬
剤
師
（
従
事
し

　

て
い
な
い
方
も
含
み
ま
す
）

　

／
②
県
内
で
就
業
し
て
い
る

　

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・

　

准
看
護
師
・
歯
科
衛
生
士
・

　

歯
科
技
工
士

届
出
先　

①
の
方
▼
住
所
地
ま

　

た
は
就
業
地
を
管
轄
す
る
保

　

健
所
／
②
の
方
▼
就
業
地
を

　

管
轄
す
る
保
健
所

提
出
期
限　

平
成
31
年
１
月
15

　

日
（
火
）

問
い
合
わ
せ　

県
南
保
健
所
☎

　

０
２
４
８
‐
２
２
‐
５
４
４

　

７
／
県
庁
保
健
福
祉
総
務
課

　

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
２

　

１
７
／
県
庁
医
療
人
材
対
策

　

室
☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７

　

２
２
２

　

主
に
成
人
に
対
し
て
の
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
を

学
ぶ
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
６
日
・
12
月
４
日

　
（
火
）
午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

白
河
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
問
い
合
わ
せ　

白
河
消
防
署
☎

　

０
２
４
８
‐
２
２
‐
２
１
５

　

５

　

林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
、
当
時
、
林
業
退

職
共
済
制
度
（
林
退
共
）
に
加

入
し
て
い
た
方
、
も
し
く
は
加

入
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
方

で
、
退
職
金
請
求
手
続
き
を
し

た
お
心
当
た
り
の
な
い
方
は
、

お
気
軽
に
最
寄
り
の
支
部
又
は

本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
林
退
共
事
業
本
部

で
は
、
被
共
済
者
の
方
に
確
実

に
退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
、

現
状
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
調
査
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
次
の

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人

　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林

　

業
退
職
共
済
事
業
本
部
☎
０

　

３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
９

　

相
続
登
記
の
手
続
き
に
つ
い

て
、
法
務
局
職
員
が
分
か
り
や

す
く
説
明
い
た
し
ま
す
。
無
料

で
す
が
、
予
約
制
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時　

平
成
31
年
１
月
29

　

日
（
火
）
午
前
９
時
30
分
〜

　

午
前
11
時
30
分

テ
ー
マ　

相
続
と
相
続
登
記
に

　

つ
い
て

開
催
場
所　

福
島
地
方
法
務
局

　

白
河
支
局
３
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ　

福
島
地
方
法
務

　

局
白
河
支
局
☎
０
２
４
８
‐

　

２
２
‐
１
２
０
１

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
な
い
等
で
お
困

り
の
方
は
、
法
務
局
や
市
（
又

は
町
、
村
）
の
戸
籍
担
当
窓
口

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
に
困
っ
て
い
る
方
を

ご
存
じ
の
方
も
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を

採
る
こ
と
が
最
善
な
の
か
、
皆

様
の
事
情
を
お
伺
い
し
て
、
法

務
局
又
は
お
住
ま
い
の
市
（
又

は
町
、
村
）
の
戸
籍
担
当
職
員

が
、
あ
な
た
と
一
緒
に
考
え
ま

す
。秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
法

務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

相
談
費
用　

無
料

相
談
時
間　

土
・
日
・
祝
日
を

　

除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　

５
時
15
分

相
談
・
問
い
合
わ
せ　

福
島
地

　

方
法
務
局
白
河
支
局
☎
０
２

　

４
８
‐
２
２
‐
１
２
０
１
／

　

町
民
福
祉
課
町
民
グ
ル
ー
プ

　

☎
４
６
‐
４
５
７
４

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

相　
　

談

医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん
は

届
出
を
忘
れ
ず
に

無
戸
籍
者
解
消
の
た
め
の

相
談
窓
口
に
つ
い
て

救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

　矢祭人で取材させていただいた『混声合
唱団ハーモニーやまつり』のみなさんは、
毎年新曲を１～２曲練習しており、現在ま
での持ち歌は50曲を越えるとのことです。
また、みなさんが楽しみにしていることの
一つに芳賀先生のおもしろいお話が聞ける
ことが挙げられました。私も初めてお話さ
せていただきましたが、みなさんが楽しみ
にしていることはすぐに納得できました。
興味のある方は、一度練習を見学されてみ
てはいかがでしょうか。きっとあたたかく
迎えていただけると思います。　　　　（海）

人　口 ５,８２３人（－   １）
男 ２,８５９人（＋   ３）
女 ２,９６４人（－   ４）
世　帯 ２,０５６世帯（＋   １）

人の動き
11月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
宇野ミツイ 81 光義 11 / 17 東　舘
押田　明男 68 洋平 11 / 17 小田川
永山　善道 81 正道 11 / 21 小田川
古市　貞信 82 幸久 11 / 24 内　川
古市　滿枝 80 幸久 11 / 24 内　川
鈴木　ミネ 90 一男 11 / 25 茗　荷
金澤　康夫 91 良記 11 / 27 東　舘

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

平成 30 年度全国統一防火標語
「忘れてない？　サイフにスマホに　火の確認」

●町内火災・救急件数
（平成30年1月1日～11月15日）

火災件数　 1 件
救急出動　   199 件

消防分署からのお願い

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
法
律
相
談

町県民税▶４期
国民健康保険税▶７期
介護保険料▶７期
後期高齢者医療保険料▶５期
納期限（口座振替日）▶１２月２８日（金）

●今月の納税

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
菊池カンナ 10/25 剛気 ・ 萌 小田川

金澤　功
こ う せ い

晟 11/1 孝一 ・ しのぶ 小田川

柴　　小
こ は る

春 11/3 友樹 ・ 素子 東　舘

佐川　百
も も え

惠 11/10 靖矩 ・ 雅子 小田川

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

第
70
回
人
権
週
間
に
伴
う

相
談
活
動
を
実
施
し
ま
す

林
業
退
職
共
済
制
度
の

退
職
金
請
求
に
つ
い
て

相
続
登
記
の

手
続
き
に
つ
い
て

　空気が乾燥し寒さも一層きびしくなる時季となり火災も多
発してきますので、次のことに注意し、さらなる防火意識を
高めましょう。
①　外出、就寝時にはもう一度火の元の確認を‼
②　コンロを使用している時は絶対にその場を離れない‼
③　暖房器具の近くに燃えやすいものを置かない‼
④　放火を防ぐため住宅周辺を整理整頓し物置、車庫には施錠を‼
⑤　命を守るために、住宅用火災警報器を寝室及び階段に設置しましょう‼
⑥　住宅用火災警報器は、設置から１０年が交換の目安です‼
　火災には十分気をつけ明るいお正月を迎えましょう。

2223



　東舘在住の植田さんご家族。長女の結菜ちゃんと次女の莉菜ちゃん
にご両親は「明るく元気で、優しく思いやりがあり、あいさつをしっ
かりできる子に育ってほしい。」と願っています。面倒見が良く、恥ず
かしがりやな結菜ちゃんと天真爛漫、自由奔放な莉菜ちゃんにまつわ
るエピソードを伺うと「寝る時は、４人で並んで寝ているのですが、
パパと結菜、莉菜は朝起きてみると３人とも自分で腕枕をして、同じ
ような格好で寝ていることがあるんです。その姿を見てつい笑ってし
まいました。（笑）」と由香里さんが微笑みながら教えてくれました。『幼
稚園の先生』（結菜ちゃん）、『お姫様（ソフィア）』（莉菜ちゃん）にな
ることが夢だという二人のお子さんの成長を楽しみにしながら、孝道
さん、由香里さんはこれからも明るく楽しい家庭を築きます。

月情報カレンダー
［省略］
○…当番医　山開…山村開発センター　舘山…舘山荘
塙…塙厚生病院　ユ…ユーパル矢祭　保セ…保健福祉センター12

家族と一緒に
Interview With the f  amily

お子さん　植田結
ゆ な

菜ちゃん（5） 　莉
れいな

菜ちゃん（3）
お父さん　孝道さん　　お母さん　由香里さん　

【東舘在住】
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人
が
輝
き
  ま
ち
が
輝
き
  明
日
に
輝
く
  や
ま
つ
り
町

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり３００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成31年 1月 31まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成31年 1月 31日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成31年 1月 31日まで
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行

（
毎
月
第
1金
曜
日
発
行
）

N
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日 月 火 水 木 金 土
9 10 11 12 13 14 15

 ●３か月児健康診査
　塙（13：30～13：40）

●運動教室　　　
　保セ（10：00～11：00）

●母親学級
　塙（13：30～15：30）

○あらまちクリニック☎33-8018 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

16 17 18 19 20 21 22
●矢祭読書の日 ●家族の相談会

　    保セ（13：00～16：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●やまつりこども園幼児教育部第二学期終業式
●運動教室　　　
　保セ（10：00～11：00）

●母親学級
　塙（13：30～15：30）

●矢祭町立小・中学校第二学期終業式

○つちやクリニック☎43-2250 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

23 24 25 26 27 28 29
●運動教室　　　
　保セ（10：00～11：00）

○金澤医院☎46-2312 ○和田医院☎33-2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

30 31 1/1 2 3 4 5
●矢祭町消防団出初め式

○大木医院☎33-2424 ○深谷クリニック☎33-3223 ○車田病院☎43-1019 ○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ○塙厚生病院☎43-1145

6 7 8 9 10 11 12
●心の健康相談会
　保セ（13：00～16：00）

●やまつりこども園幼児教育部・
　　矢祭町立小・中学校第三学期始業式
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室　　　
　保セ（10：00～11：00）
●６か月児健康相談
　保セ（9：30～9：40）
●リトミック
　保セ（10：30～11：00）
●カンガルーくらぶ

●母親学級
　塙（13：30～15：30）
●１１か月児健康相談・歯科クリニック
　         保セ（13：00～13：10）

○木村医院☎46-3528 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ


